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の
修
繕
や
外
部
搬
出
等
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
修
繕
し
た
場
合
に
は
、
他
市

町
の
可
燃
物
を
受
け
入
れ
す
る
な
ど
し

て
収
入
を
増
や
し
分
担
金
の
削
減
を
目

指
す
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

２
０
１
１
年
に
浜
岡
原
子
力
発
電
所

が
停
止
し
て
以
降
、
運
転
し
て
い
る
原

子
力
発
電
所
で
の
業
務
経
験
が
な
い
発

電
所
員
が
約
４
割
強
い
る
こ
と
に
よ

り
、
知
識
・
技
能
の
維
持
・
継
承
の
た

め
に
、次
の
と
お
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
再
稼
働
す
る
同
型
炉
（
女
川
原
発
）

へ
の
運
転
員
等
の
派
遣

○
プ
ラ
ン
ト
起
動
前
に
行
う
系
統
機
能

試
験
の
経
験
及
び
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
等

根　拠 内　容

GX2040
ビジョン GX推進法

•	脱炭素投資を促すため、2040 年頃の目指すべきGX
産業構造、GX産業立地政策の方向性を提示

•	カーボンプライシングの具体策などGX市場創造 等

エネルギー
基本計画

エネルギー
政策基本法

•	エネルギー政策についての今後の方向性
•	 2040 年度のエネルギー需給構造（再エネや原子力な
どの比率（電源構成）、エネルギー自給率など）等

地球温暖化
対策計画

地球温暖化
対策推進法

•	すべての温室効果ガス（フロンなど非エネルギー起
源の温室効果ガスを含む）の排出削減の取組

•	新たな排出削減目標（NDC） 等

令
和
７
年
９
月
19
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
次
の
と
お
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

１　
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン
・
次
世

代
原
子
炉
の
状
況
に
つ
い
て

　
　
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
　
原
子
力
立
地
政
策
室

�

利
根
川
室
長　

○
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン

脱
炭
素
社
会
と
産
業
振
興
の
両
立
を

目
指
す
国
家
戦
略

○
次
世
代
原
子
炉
の
状
況
に
つ
い
て

安
全
性
を
大
前
提
に
原
子
力
発
電
所

の
再
稼
働
を
進
め
つ
つ
、
次
世
代
革

新
炉
の
開
発
・
設
置
な
ど
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

２　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
周
辺
環
境
放

射
能
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
　
静
岡
県
環
境
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー

�

若
松
所
長

令
和
６
年
度
調
査
で
は
、
浜
岡
原
子

力
発
電
所
か
ら
の
環
境
へ
の
影
響
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

３　
技
術
力
の
維
持
向
上
・
継
承
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

�

中
部
電
力
㈱

令
和
７
年
９
月
19
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
牧
之
原
市
御
前
崎
市
広
域
施
設

組
合
が
作
成
し
た
「
焼
却
施
設
に
関
す

る
調
査
研
究
会
報
告
」
に
つ
い
て
、
市

民
課
長
及
び
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
調
査
研
究
の
目
的

焼
却
施
設
は
供
用
開
始
か
ら
32
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め

毎
年
高
額
の
施
設
修
繕
費
を
計
上
し
て

お
り
、
構
成
２
市
の
財
政
状
況
を
考
慮

し
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
コ
ス
ト
・
経
済
性
・
持
続
性
・

実
現
の
可
能
性
な
ど
を
検
証
し
、
構
成

２
市
に
と
っ
て
最
善
の
選
択
を
模
索

し
、
具
体
化
の
方
向
性
を
導
き
出
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

〇
総
論
（
調
査
研
究
会

3

3

3

3

3

と
し
て
の
最
善

策
）

静
岡
県
が
策
定
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
（
ケ
ー
ス
３
）
に
従
い
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
構
成
２
市
だ
け
で
な
く
近
隣

市
町
に
と
っ
て
も
将
来
的
な
ご
み
処
理

問
題
の
解
決
、安
定
処
理
に
つ
な
が
る
。

な
お
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
移
行

期
間
に
つ
い
て
は
、
い
か
に
コ
ス
ト
を

抑
え
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
既
存
施
設

静岡県一般廃棄物処理広域マスタープラン

原
子
力
対
策

特
別
委
員
会

中
長
期
計
画
共
創

特
別
委
員
会

ケース 期　間 広域化範囲

ケース 1 現　在 御前崎市・牧之原市の一部（ 旧相良町）

ケース 2 令和 4年度～令和 13年度	
（計画期間） 御前崎市・牧之原市・吉田町

ケース 3 令和 14年度～令和 34年度	
（長期的な展望） 御前崎市・牧之原市・吉田町・島田市・川根本町

ケース 4 令和 34年度～	
（長期的な展望）

御前崎市・牧之原市・吉田町・島田市・川根本町・藤枝市・
焼津市・静岡市

GX2040 ビジョン、エネルギー基本計画、地球温暖化対策計画の位置づけ


